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1 鷲田清一『悲鳴をあげる身体』PDH 新書 1998 年、p51 




















図 1 イメージによって浮かびがる身体 
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2 竹田青嗣『身体と間身体の社会学』岩波書店 1996 年、p41 
図 2 ルーカス・クラーナハ(父)「アダムとイブ」油彩 
53.3×37.1cm 1537 年頃 ウィーン美術史美術館 






















                                               
3 木村敏『関係としての自己』みすず書房 2005 年、p100 
図 3 社会での自己の関係 























                                               
4 ホイジンガ『ホモ・ルーデンス』高橋英夫訳 中公文庫 1973 年、p342 
図 4 ラスコーの洞窟壁画 B.C. 2 万年頃 































                                               
5 綾屋紗月 熊谷晋一郎『つながりの作法』NHK 出版 2010 年、p47 
6 註 5 掲書、p51,52 




















図 5 加藤佑一「眠る前に想うこと」大理石,オニキス,電球 
27×35×24cm 2011 年 
 
























図 6 生家の庭。幼い頃は右手の石像後方の生垣に松の木が植えてあった。 






   
小説の主人公・時子の夫の須永中尉は、戦争で負傷し手足を失っていた。実はこ
の文章は、胴体のみになった稀有な存在の彼が、自殺するために家の裏庭の古井戸に
                                               
7 江戸川乱歩『江戸川乱歩傑作選』新潮社 1960 年、p292 
図 7 丸尾末広「芋虫」2009 年 
図 8 加藤佑一「Metamorphose」 ブロンズ 42×26×15cm 
2013 年 

















図 10 加藤佑一「INNER MEMORY」ブロンズ 216×91
×25cm 2017 年 
図 9 加藤佑一「私たちは互いに溶け合う」ブロンズ 240
×550×550cm 2015 年 

















                                               
8 菊竹清訓『代謝建築論 か・かた・かたち』彰国社 2008、p108 
図 11 エレクテイオンのカリアティード 石彫 
高さ 231cm  B.C.415 年頃 大英博物館 
 
図 12 エレクテイオン神殿、アテネ、B.C.415 年頃 
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その全体像がどのようなものになるかを、工芸・建築・彫刻をまたぐ表現で試みよう
と考えた。 




























                                               
9 岩井寛『境界の美学』造形社 1972 年、p30 



















                                               
10 岩井寛『境界の美学』造形社 1972 年、p 32 
図 13 主体の関知せぬ間に欠けていく世界 





















                                               
11 ガブリエル・マルセル『存在と所有』 信太正三訳 春秋社 1971 年、p80 
図 14 私の身体性に関する所有と存在の図解 


















図 15 加藤佑一「Floating in the air」ブロンズ 63×４×22cm 2019 年 


















                                               
12 森村泰昌『美術の解剖学講義』筑摩書房	 2001年、p205,206	
 
図 16 森村泰昌「肖像／ゴッホ」カラープリント 120×
100cm 1985 年 
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13 谷川渥『肉体の迷宮』東京書籍 2009 年、p10 
図 17 加藤佑一「TWO FACE−MAN&WOMAN」ブロンズ 30×12×8cm 2018 年 


































図 19 「サモトラケのニケ」大理石 B.C.200〜
190 年頃 ルーヴル美術館 
 
図 18 「ミロのヴィーナス」大理石 B.C.130〜
100 年頃 ルーヴル美術館 





















図 20 「踊るサティロス」ブロンズ B.C.400 年頃 
踊るサティロス美術館 



















                                               
14 モーリス・べモル「ポール・ヴァレリーの美学における完成と未完成」 J.A.シュモル編『芸術におけ
る未完成』岩崎美術社 1971 年、p 258 
図 21 ミケランジェロ「ロンダニーニのピエ
タ」大理石 1559 年 スフォルファ城博物館 



















                                               
15 ジョルジョ・ヴァザーリ『美術家列伝３』田中英道訳 白水社 2011 年、p177 
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第２章 融合と装飾 
 





















図 22 生家のギャラリーの一部 



















                                               
16 岩井寛『境界の美学』造形社 1972 年、p32 
図 23 雌型の中に反転して現れる原形 図 24 蝋の厚みがついた雌型の内部 




















                                               
17 アントニー・ゴームリー『Still Moving』読売新聞社 1996 年、p11 
図 25 ANTONY GORMLEY「Land, Sea and Air Ⅱ」鉛, ファイバーグラス 
「Land」45×103×53cm(手前左)、「Sea」191×50×32 cm(奥)、「Air」45
×103×53 cm (右) 1982 年 















図 26 ANTONY GORMLEY「HOME OF THE HEART Ⅰ」100×50.5×36.5cm
コンクリート 1992 年 
図 27 加藤佑一「You’re Part Of Me」左から真鍮 10×10×8 cm、アルミ青銅（上）真鍮（下）14×14×14.5 cm、黒
味銅 15.5×15.5×11 cm、アルミ青銅（上）ブロンズ（下）9×9×8.5 cm、アルミ青銅 15×15×7cm、2016 年 























                                               
18 宮沢賢治「幻想」『新修宮沢賢治全集 第六巻』筑摩書房 1980 年、p2,3 
図 28 ブロンズの注湯の様子 
























図 29 ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ 「古代アッピア街道とアルデア
ティーナ街道の交差点」版画 1756 年 町田市立国際版画美術館 
	




















                                               
19 武末裕子「ピラネージの廃墟とグロテスクⅡ−Vedute di Roma−」西南学院大学学術研究所編『西南学
院大学フランス語フランス文学論集 (57)』 西南学院大学学術研究所 2014 年 p71 
20 注 19 文献、p72 
図 30 ユベール・ロベール 「廃墟になったグランド・ギャラリー
の想像上の眺め」油彩 115×145cm 1796 年 ルーブル美術館 





















                                               
21 クリストファー・ウッドワード『廃墟論』森夏樹訳 青土社 2016 年、p230 
図 31 型から取り出され、未加工の状態の作品 




















                                               
22 国立国際美術館編『森村泰昌：「自画像の美術史 「私」と「わたし」が出会うとき」』展図録 
国立国際美術館 2016 年、p170  
図 32 カラヴァッジォ「ナルキッソス」油彩 113.3×
95cm 1595 年頃 バルベリーニ宮国立古代美術館 






















































                                               
23 アドルフ・ロース『装飾と原罪』三陽社 1987 年、p71 
24 鶴岡真弓「装飾は、人を根源にみちびくアート&デザインだ‼」『アートコレクターズ』No.76 生活の
友社 2016 年、p16 
図 33 アドルフ・ロースの装飾の捉え方 



















                                               
25 「現代工芸の視点―装飾の力」展図録 東京国立近代美術館 2009 年、p14 
 
図 34 青木克世「鏡よ、鏡」磁器 200×30×30cm 2016 年  














である。2017 年イタリアで行われたダミアン•ハーストの展覧会、「Treasures of the 
WRECK of the Unbelievable 」を例にあげてみる。 
 
図 37 冨樫義博「幽遊白書」(1990~1994) 図 38 L'Arc〜en〜Ciel(1991~) 
図 35 自宅工房での制作風景 図 36 用水路と田んぼが広がる小学校への通学路 







その彫刻群の中でも目を引いたのが、巨大な彫刻「Demon with Bowl」(図 40)であ
る。 
 
図 39 DAMIEN HIRST「Hydra and kali Discovered by Four Divers」Powder-coated 
aluminum, printed polyester and acrylic lightbox 224.2×366.2×10cm 2017 年 
図 41 Damien Hirst「Head of a Demon, Excavated 1932」
Bronze 14.5×230×268cm 2017 年 
図 40 Damien Hirst「Demon with Bowl」
Painted resin 1822×1789×1144cm 2017 年 




「Head of a Demon, Excavated 1932」(図 41)である。 
しかし、私が大きな違和感を覚えたのは、むしろ両者の素材だった。一見、両者は
同一の素材で作られているように見えるが、図 40 の「Demon with Bowl」が樹脂で
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図 42 博士審査展 展示風景  
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図 43 加藤佑一「F」ブロンズ 40×40×10cm  2019 年 
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図 44 加藤佑一「SCREEN｣ ブロンズ,木 40×23×10cm 2019 年 














第２節 「SLEEPING FOREST」 
谷川渥は、前述のナルキッソスの物語を、自己のうちに忍びこむ他者、自己同一性
図 45 「F」のディテール 















図 47 の自作品「SLEEPING FOREST」は、この「メデューサ」へのオマージュと
して制作したものである。図 43 の「F」同様、絡み合う繊維の中に構成された人物
は、カラヴァッジョのように自分自身ではなく、私が美しいと感じたバランスの理想
                                               
26 谷川渥『鏡と皮膚』ポーラ文化研究所 1994 年、p58 
27 註 27 掲書、p77 
図 46 カラヴァッジョ「メデューサ」油彩 113.3×95cm 1597 年
頃 ベルベリーニ宮国立古代美術館 










図 47 加藤佑一「SLEEPING FOREST」ブロンズ 48×38×14cm 2019 年 
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図 48 「SLEEPING FOREST」の人物が崩れ落ちてしまった姿 











図 49 加藤佑一「Floating in the air」ブロンズ 63×４×22cm 2019 年 




















図 50 「Floating in the air」のディティール 


















「The ghost in my room」 
図 52 の自作品「The ghost in my room」は、こうした考えを基に制作した作品であ
る。本作は、俯いた頭部を布で覆ったような佇まいだが、正面からは頭部より下の部
図 51 『ブレード・ランナー』(1982) 











図 52 加藤佑一「The ghost in my room」アルミニウム 100×2４×42cm 2019 年 






















                                               
28 広島市への原爆投下の時、住友銀行広島支店の入り口前で座っていた人の影の跡 
図 53 「The ghost in my room」に使用したマネキン。
その顔は判別つかない。 


















図 54 加藤佑一 「H」 アルミニウム 90×90×30cm 2019 年 













図 55 「H」の制作に使用したマネキン 
図 56 「H」の原形制作 図 57 蝋を染み込ませた布 











図 61 土間から引き揚げた鋳型 図 60 電気炉で焼成前の鋳型 
図 58 先に表面だけ埋没した原形 図 59 作品の裏側に張り巡らせた、注湯のための堰と湯道 










































図 62 私にとっての「からだ」の所在 
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リーニ宮国立古代美館 
川瀬佑介『日伊国交樹立 150 周記念 カラヴァッジョ展』展図録 国立西洋美術
館、NHK、NHK プロモーション、読売新聞社 2016 年 
図 51 リドリー・スコット『ブレード・ランナー』ワーナー・ブラザース 1982 年 
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